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町
税
は
大
幅
減
収
の
見
込
み
 

医
療
費
の
無
料
年
齢
引
き
上
げ

医
療
費
の
無
料
年
齢
引
き
上
げ
 

産
ま
れ
て
か
ら

産
ま
れ
て
か
ら
15
歳
の
歳
の
3
月
ま
で

月
ま
で
 

　
３
月
議
会
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
 

の
　
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
本
議
会
で
は
、平
成
　
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
 

今
ま
で
小
学
校
入
学
前
ま
で
で
あ
っ
た
医
療
費
の
無
 

料
化
を
　
歳
の
３
月（
中
学
校
の
卒
業
）ま
で
に
す
る
 

条
例
の
制
定
、
平
成
　
年
度
補
正
予
算
な
ど
町
側
提
 

出
の
議
案
　
件
と
議
員
提
出
議
案
１
件
の
計
　
議
案
 

を
審
議
し
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
一
般
質
問
で
は
、
８
議
員
が
演
壇
に
立
ち
、
 

活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

歳
出
 

歳
入
 
景
気
の
低
迷
が
響
く
 

医
療
費
の
無
料
年
齢
引
き
上
げ
 

産
ま
れ
て
か
ら
15
歳
の
3
月
ま
で
 

町
税
は
大
幅
減
収
の
見
込
み
 －5.3％ 

3月議会定例会 3月議会定例会 

84億6,491万円、対前年度比0.4％増 

18

21

15

20

43

44
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対
前
年
度
比
１
％
増 

                           　
自
主
財
源
の
か
な
め
で
あ

る
町
税
は
、
景
気
低
迷
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
５
　
３
％
減
の
５
億
９
４

６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度

よ
り
１
　
３
％
増
の
　
億
５
 

                         ０
０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
は
、
 

国
の
景
気
対
策
と
し
て
全
国

で
総
額
１
兆
円
多
く
交
付
さ

れ
る
の
を
見
込
ん
で
い
る
た

め
で
す
。
な
お
、
地
方
交
付

税
は
歳
入
全
体
の
　
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
新
た
に
行
わ
れ
る

事
業
で
見
込
ん
で
い
る
歳
入
 

                         は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
・

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

付
金
事
業
２
２
０
０
万
円
、

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交

付
金
　
万
円
な
ど
で
す
。
 

　
町
債（
借
金
）は
、
　
６
％
増
 

の
６
億
２
６
５
０
万
円
で
す
。
 

　
歳
入
合
計
で
は
、昨
年
度
と
 

比
べ
１
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

                   　
総
務
費
で
は
、
今
年
度
の

新
た
な
事
業
と
し
て
、
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
事

業
に
　
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
特
徴
的
な
も

の
と
し
て
、
新
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
事
業

に
　
万
円
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
事
業
に

２
億
３
５
４
４
万
円
が
あ
り

ま
す
。
 

　
民
生
費
で
は
、
　
歳
の
３

月
（
中
学
校
卒
業
）
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
の
費
用
に
１

２
３
０
万
円
が
あ
り
ま
す
。
 

                 　
労
働
費
は
、
昨
年
度
よ
り

２
１
９
６
万
円
多
い
、
２
２

０
８
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
雇
用
情
勢
の

悪
化
対
策
と
し
て
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
・
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
に

２
２
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
る
た
め
で
す
。
 

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
き

の
こ
生
産
事
業
の
補
助
金
に

　
万
円
が
あ
り
ま
す
。
 

　
教
育
費
で
は
、
複
式
学
級

を
減
ら
す
た
め
の
先
生
の
増

員
費
用
と
し
て
、
１
０
７
５

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

.
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一般会計 
 歳 出 

49億7,500万円 

一般会計 
 歳 入 

49億7,500万円 

主な事業の予算 
 

23,544万円 

3,314万円 

4,240万円 

800万円 

854万円 

 

350万円 

500万円 

212万円 

1,230万円 

 

1,058万円 

2,211万円 

 

 

2,200万円 

 

 

1,193万円 

6,409万円 

1,710万円 

 

22,287万円 

10,909万円 

 

4,715万円 

1,075万円 

【総務費】 

ケーブルテレビデジタル化事業 

温泉施設管理業務委託料 

さゆり公園管理業務委託料 

新・省エネルギービジョン策定事業 

国際芸術村事業 

【民生費】 

出産祝金（第３子以降５０万円） 

特別敬老祝金（百歳１００万円） 

在宅介護者リフレッシュサービス事業 

子育て医療費無料化事業 

【衛生費】 

高齢者インフルエンザ予防接種事業 

各種健診委託料 

【労働費】 

緊急雇用創出事業・ふるさと雇用再生特別交付 

金事業 

【農林水産業費】 

農地・水・環境保全向上対策地域協議会負担金 

 

中山間地域等直接支払事業 

耐雪型パイプハウス整備事業 

【土木費】 

道路新設改良費 

除雪費 

【教育費】 

スクールバス運行費 

複式学級緩和対策事業 

4月から一部供用を開始した 
　　野尻地区農業集落排水処理場 

11特別会計33億3,146万円・水道事業会計1億5,845万円全会計合計 

反
対
　
清
野
興
一
議
員
 

賛
成
　
清
野
邦
夫
議
員
 

総務費 
11億8,818万円 
23.9％ 

公債費 
8億2,707万円 
16.6％ 

土木費 
5億4,135万円 
10.9％ 

農林水産業費 
4億772万円 
8.2％ 

衛生費 
4億442万円 
8.1％ 

教育費 
3億7,627万円 
7.6％ 

その他 
3億8,475万円 
7.7％ 

民生費 
8億4,524万円 
17.0％ 

地方交付税 
26億5,000万円 
53.3％ 

町債（借金） 
6億2,650万円 
12.6％ 

町税 
5億9,460万円 
11.9％ 

その他 
5億7,426万円 
11.5％ 

国庫支出金 
2億719万円 
4.2％ 

県支出金 
3億2,245万円 
6.5％ 

平成21年度予算 

　
議
員
　
県
の
財
政
難
に
よ

る
県
補
助
金
削
減
の
影
響
は
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
下
水
道
や
浄
化
槽
、
文
化

財
保
存
に
つ
い
て
削
減
と
な

っ
た
が
、
対
象
は
新
規
事
業

で
あ
り
、
本
町
に
は
影
響
は

な
い
。
 

 　
議
員
　
総
合
計
画
の
評
価

は
、
数
値
で
表
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
 

　
現
行
の
計
画
は
、
数
値
で

の
評
価
を
想
定
し
て
い
な
い

た
め
、
数
値
で
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
表
現
と
な
っ
て
い

る
。
今
策
定
し
て
い
る
総
合

計
画
は
、
数
値
評
価
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

　
議
員
　
沖
縄
県
宮
古
島
市

長
が
代
わ
っ
た
。
食
生
活
改

善
推
進
員
の
交
流
や
長
期
滞

在
型
保
養
基
地
試
行
事
業
の

実
施
に
影
響
は
な
い
か
。
 

　
副
町
長
 

　
２
月
に
私
が
宮
古
島
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ
の
際
、
 

そ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。
 

　
 

　
議
員
　
固
定
資
産
税
が
大

幅
に
減
収
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
建
物
の
評
価
替
え
で
　
万

円
、
償
却
資
産
が
倒
産
等
に

よ
り
１
２
０
０
万
円
減
収
に

な
る
。
 

　
議
員
　
芸
術
村
事
業
の
経

費
は
す
べ
て
一
般
財
源
か
。
 

　
教
育
課
長
 

　
こ
れ
ま
で
電
源
地
域
振
興

支
援
の
補
助
金
を
使
っ
て
い

た
が
、
５
年
間
の
期
間
が
終

了
し
た
。
今
後
は
一
般
財
源

で
対
応
し
た
い
。
 

160
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／
の
区
画
が
売
れ
て
い
な
い
住
宅
団
地
 

特別会計（11事業）33億3146万円 

　採決の結果、工業団地造成事業特別会計は賛成 

10・反対３、商業団地造成事業特別会計は、賛成 

11・反対２でいずれも原案のとおり可決しました。 

　その他の特別会計は、全会一致で原案のとおり 

可決しました。 

工業団地造成事業特別会計 

 

商業団地造成事業特別会計 

 

住宅団地造成事業特別会計 

 

農業集落排水処理事業特別会計 

 

下水道施設事業特別会計 

 

個別排水処理事業特別会計 

 

国民健康保険特別会計 

 

後期高齢者医療特別会計 

 

老 人 保 健 特 別 会 計 

 

介 護 保 険 特 別 会 計 

 

簡易水道等事業特別会計 

　議員　工業団地は最近売れていない。特別会計を設置している理由は。 

　経済振興課長　あくまで分譲が目的であり、今後も販売に努力したい。 

 

　議員　毎年調査費を５００万円計上している。町の具体的な方針は。 

　経済振興課長　財源のめどがつきしだい、テナント方式で整備したい。 

 

　議員　抜本的な販売方法の見直しが必要ではないか。 

　経済振興課長　専門家の意見をもらいながら、抜本的な対策を講じたい。 

 

　議員　野尻地区の処理場が完成した。今後の整備予定は。 

　地域整備課長　新たな農業集落排水処理事業の予定はない。今後は個別 

排水処理事業に重点的に取り組んで行く。 

平成21年度予算額 質　　　疑 

水道事業会計 
（収益的収支） 
1億5,845万円 

　議員　石綿管（水道管）の更新計画は。また、 

企業債（借金）の返済計画は。 

　地域整備課長　水道管全体の４０％は石綿管で 

ある。今後、更新の検討をしたい。企業債（借金） 

の返済は、平成２８年度がピークとなっている。 

計画的に進めている。 

3
1
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平成20年度一般会計予算 
56億8549万円に 

3人目以降の保育料が無料に 

中
学
校
卒
業
年
齢
ま
で
 

医
療
費
を
無
料
に
 

名
誉
町
民
制
度
創
設
 

町
職
員
の
勤
務
時
間
が
短
縮
 

3
人
目
か
ら
 

保
育
料
が
無
料
に
 

介護保険料改正 
月基準額3,840円に 
148円のアップ 

新たに条例の制定と 
改正がありました 
4月1日スタート！ 

定額給付金 

予算 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
商
工
会
に
2
5
0
万
円
 

平成20年度一般会計予算 
56億8549万円に 

４月５日に発売を開始 
したプレミアム商品券 

    　
今
ま
で
産
ま
れ
て
か
ら
小

学
校
入
学
前
ま
で
だ
っ
た
医

療
費
の
無
料
化
を
　
歳
の
３

月
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
 

    　
町
の
発
展
に
多
大
な
功
績

が
あ
り
、
町
民
が
誇
り
と
し

て
敬
愛
す
る
方
を
顕
彰
す
る

制
度
が
新
し
く
で
き
ま
し
た
。
 

    　
国
家
公
務
員
の
一
日
当
た

り
の
労
働
時
間
が
　
分
短
縮

さ
れ
、
７
時
間
　
分
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

じ
変
更
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
、
午
後
　
時

か
ら
午
後
　
時
　
分
ま
で
だ

っ
た
昼
休
み
時
間
を
午
後
１

時
ま
で
と
し
、
勤
務
時
間
を

短
縮
し
ま
し
た
。
　
 

　
な
お
、
勤
務
の
開
始
時
刻

と
終
了
時
刻
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

    　
同
時
期
に
３
人
以
上
の
子

ど
も
を
保
育
所
に
預
け
て
い

る
場
合
、
今
ま
で
３
人
目
以

降
の
保
育
料
は
基
準
額
の
　

分
の
１
で
算
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
無
料
に
し
ま
し
た
。
 

           　
３
年
に
１
度
の
介
護
保
険

料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
本

人
は
町
民
税
非
課
税
で
あ
る

が
、
世
帯
に
課
税
者
が
い
る

基
準
世
帯
の
月
額
保
険
料
が

３
８
４
０
円
と
今
ま
で
に
比

べ
　
円
増
加
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
介
護
保
険
を
使

う
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。
 

        　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
予
算
補
正
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
　

億
８
５
４
９
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
歳
入
の
主
 

　
　
　
　
　
　
な
内
容
は
、
 

　
　
　
　
　
　
特
別
地
方
交
 

　
　
　
　
　
　
付
税
の
増
額
 

　
　
　
　
　
　
で
１
億
１
５
 

　
　
　
　
　
　
７
１
万
円
な
 

　
　
　
　
　
　
ど
で
す
。
こ
 

　
　
　
　
　
　
れ
で
、
平
成
 

　
　
　
　
　
　
　
年
度
の
地
 

　
　
　
　
　
　
方
交
付
税
額
 

　
　
　
　
　
　
は
、
　
億
 

　
　
　
　
　
　
万
円
に
な
り
 

　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
歳
出
の
主
 

　
　
　
　
　
　
な
内
容
は
、
 

　
　
　
　
　
　
定
額
給
付
金
 

　
　
　
　
　
　
の
給
付
に
合
 

　
　
　
　
　
　
わ
せ
て
商
工
 

　
　
　
　
　
　
会
が
発
行
す
 

　
　
　
　
　
　
る
プ
レ
ミ
ア
 

　
　
　
　
　
　
ム
商
品
券
の
 

                     発
行
に
　
万
円
を
補
助
す
る

こ
と
な
ど
で
す
。
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
、
１
万
円
で
１

万
２
０
０
０
円
分
の
商
品
券

が
購
入
で
き
ま
す
が
、
お
得

と
な
っ
た
２
０
０
０
円
の
う

ち
１
０
０
０
円
分
を
町
が
補

助
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
野
沢
小
学
校
の
耐

震
補
強
工
事
に
　
万
円
の
追

加
が
あ
り
、
補
強
工
事
の
総

額
は
、
２
億
３
８
３
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
 

                     　
議
員
　
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
こ
れ
ま
で
の
発
行
枚

数
は
。
ま
た
、
今
回
の
補
正

額
の
積
算
根
拠
は
。
 

　
町
民
情
報
課
長
 

　
こ
れ
ま
で
　
枚
発
行
し
て

い
る
。
１
枚
当
た
り
１
５
３

２
円
の
経
費
が
か
か
る
。
今

回
は
、
　
枚
分
の
発
行
費
用

を
計
上
し
た
。
 

15

10

15

12

12

45 45

148

20

20

28

127

250

236

71

20

56
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解体される旧野沢幼稚園 

給
付
総
額
1
億
3
3
2
6
万
円
 

8,162人分 

本 
町 
の 
定 
額 
給 
付 
金 

（平成20・21年度で事業を実施　合計3億4677万円） 

             　
議
員
　
地
域
活
性
化
生
活

基
盤
整
備
事
業
に
公
民
館
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
や
旧

奥
川
中
学
校
の
取
り
壊
し
は
、
 

該
当
し
な
い
の
か
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
担
当
課
か
ら
要
望
が
上
が

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
事
業
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
緊
急
性
 

             と
町
民
生
活
へ
の
関
係
を
重

視
し
た
。
 

 　
議
員
　
地
域
活
性
化
生
活

基
盤
整
備
事
業
は
、
い
つ
頃

ま
で
か
か
る
の
か
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
遅
く
と
も
今
年
の
秋
頃
ま

で
に
は
す
べ
て
終
わ
り
た
い
。
 

定額給付金・子育て応援特別手当 
地域活性化生活基盤整備事業費 3億4677万円を追加補正 
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五
十
嵐
　
忠
比
古
議
員
 

町役場戸籍住民窓口に置いている喜多方公共職業安定所 
の求人情報紙。毎週木曜日午後３時頃更新されます。 

○荒海清隆議員 
　①園芸ハウス整備事業について 
　②指定管理者制度導入の効果は 
○青木照夫議員 
　①農業の現状と対策について 
　②農林業の現状について 
　③ふるさと納税制度の結果は 
○五十嵐忠比古議員 
　①少子化に伴う複式学級について 
　②町内の雇用情勢と商品券の発行について 
　③新型インフルエンザ対策について 
○渡部昌議員 
　①まちづくり基本条例と新年度予算について 
　②小学校の適正配置等の推進について 
　③次期町長選への出馬の意向は 

○武藤道廣議員 
　①新年度予算について 
　②教育について 
　③限界集落への対応は 
○長谷川徳喜議員 
　①町長の町政執行実績と反省点は 
　②不況対策について 
　③雇用問題について 
○伊藤勝議員 
　①新年度の財政状況と財政計画、主なる事業 
　　について 
　②行政改革と新たな政策の推進について 
　③交流人口の促進と地域活性化対策について 
○清野興一議員 
　①町長が掲げる日本一のまちづくりの内容は 
　②町農政における耐雪型パイプハウスの位置 
　　づけと二期計画について 
　③ＩＣＴのまちづくりについて 

一
般
質
問
 

         　
議
員
　
（
１
）
緊
急
相
談

窓
口
の
設
置
の
考
え
は
な
い

か
。
 

　
（
２
）
景
気
悪
化
に
よ
る

町
内
企
業
の
雇
用
へ
の
影
響

は
。
 

　
（
３
）
経
済
活
性
化
の
た

め
に
商
品
券
を
発
行
す
る
考

え
は
な
い
か
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
（
１
）
今
ま
で
ど
お
り
経

済
振
興
課
が
担
当
と
な
り
、

関
係
課
と
連
携
し
て
対
応
す

る
の
で
窓
口
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
。
 

　
（
２
）
製
造
業
で
前
年
同

月
比
　
％
減
の
企
業
も
あ
り
、
 

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
 

　
そ
の
対
応
と
し
て
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
・
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業

を
県
に
要
望
し
、
新
年
度
予

算
に
計
上
し
た
。
 

　
町
長
 

　
（
３
）
商
工
会
と
連
携
し
 

         て
定
額
給
付
金
を
地
元
消
費

に
つ
な
げ
る
た
め
検
討
し
て

き
た
が
、
商
工
会
の
強
い
意

向
に
よ
り
、
お
得
な
商
品
券
 

         で
あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
を
発
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
 

70
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伊
　
藤
　
　
　
勝
議
員
 

週末多くのお客さんでにぎわう「よりっせ」 

農村交流で地域の活性化を 

荒　海　清　隆議員 

         　
議
員
　
国
で
は
総
務
・
農

林
水
産
・
文
部
科
学
の
各
省

が
連
携
し
て
「
子
ど
も
農
山

漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
、
小
・
中
・
高
生
を
対
象

に
農
家
に
宿
泊
し
て
農
業
や

自
然
体
験
活
動
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
交
流
事
業
の

実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
　
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

平
成
　
年
度
に
は
全
国
２
万

３
０
０
０
の
小
学
校
の
５
年

生
全
員
（
　
万
人
）
の
参
加

を
目
指
し
て
い
る
。
 

　
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
 

民
間
団
体
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
町
民
の

方
々
と
の
連
携
も
必
要
で
あ

る
。
今
後
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
真
剣
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

         　
議
員
　
雇
用
情
勢
は
深
刻

で
あ
る
。
国
で
は
緊
急
雇
用

創
出
事
業
・
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
事
業
を
実

施
し
、
地
域
雇
用
の
創
出
を

支
援
す
る
。
町
で
は
こ
の
事

業
に
２
２
０
０
万
円
を
予
算

化
し
て
い
る
が
、
事
業
内
容

と
雇
用
人
数
等
に
つ
い
て
伺

う
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
、
 

         町
道
の
美
化
や
維
持
管
理
な

ど
８
事
業
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
事
業
で
は
、
 

テ
レ
ワ
ー
ク
就
業
体
制
構
築

事
業
な
ど
　
事
業
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。
 

　
　
人
を
雇
用
で
き
る
規
模

で
県
に
要
望
し
て
い
る
が
、

最
終
的
に
は
半
減
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
 

                     　
議
員
　
指
定
管
理
者
制
度

が
導
入
さ
れ
て
３
年
に
な
る

が
、
指
定
管
理
者
と
な
っ
た

㈱
西
会
津
町
振
興
公
社
の
運

営
は
ど
う
な
っ
た
か
。
 

　
ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
交

流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
の

指
定
管
理
者
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
問
題
は
で
て
い
な
い

か
。
 

　
町
長
 

　
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

と
さ
ゆ
り
公
園
は
、
指
定
管
 

                     理
者
制
度
導
入
以
前
か
ら
管
 

理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
振
興
公
社
は

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的

な
管
理
運
営
に
努
め
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
「
よ
り
っ
せ
」
に

つ
い
て
は
、
設
置
以
来
年
々

売
上
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、

委
託
を
始
め
た
平
成
　
年
度

の
売
上
も
順
調
に
伸
び
て
い

る
。
 

　
振
興
公
社
の
経
営
に
つ
い

て
は
、
経
営
安
定
を
基
本
と
 

                     し
、
公
社
設
立
の
目
的
で
あ

る
先
導
的
担
い
手
と
し
て
の

任
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

町
の
農
業
や
商
業
、
観
光
振

興
に
寄
与
し
な
が
ら
本
町
経

済
の
進
展
に
資
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
、
振
興
公
社

が
「
よ
り
っ
せ
」
を
管
理
す

る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
く
、
 

む
し
ろ
望
ま
し
い
姿
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
 

20

20

24

120

10

40
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集落の維持・活性化対策の早期実施を 

清　野　興　一議員 

武
　
藤
　
道
　
廣
議
員
 

農家所得の向上を 

                  　
議
員
　
（
１
）
２
期
目
の

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
建

設
計
画
は
、
１
期
計
画
同
様
、
 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
栽
培
に
限

定
す
る
の
か
。
利
用
者
の
自

由
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
（
２
）
農
家
所
得
の
向
上

の
た
め
に
農
産
物
の
加
工
・

販
売
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
（
１
）
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整

備
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
生

産
拡
大
と
産
地
化
形
成
を
図

る
目
的
で
、
県
の
補
助
金
を
 

活
用
し
て
建
て
て
い
る
。
し
 

                  た
が
っ
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
、

補
助
金
の
目
的
外
使
用
に
あ

た
る
。
 

　
（
２
）
国
で
は
政
策
と
し

て
米
粉
の
利
用
を
推
進
し
て

お
り
、
本
町
で
も
加
工
製
造
・
 

販
売
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
 

 　
議
員
 

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
に
力
を
入
 

れ
て
い
る
が
、「
起
業
」
に
力

が
注
が
れ
過
ぎ
て
い
な
い
か
。
 

町
民
が
も
っ
と
気
軽
に
町
の

情
報
を
活
用
で
き
る
仕
組
み
 

を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

                  　
町
民
情
報
課
長
 

　
容
易
に
民
間
事
業
者
の
参

入
が
見
込
め
な
い
条
件
不
利

地
域
で
あ
る
本
町
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備

に
よ
り
、
情
報
通
信
格
差
の

是
正
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
。
 

　
起
業
以
外
に
も
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
の
推
進
や
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
町
民

福
祉
の
向
上
に
も
寄
与
し
て

い
る
。
 

         　
議
員
　
限
界
集
落
対
策
に

つ
い
て
は
、
対
話
を
増
や
し

住
民
の
不
安
や
課
題
な
ど
、

現
況
を
把
握
し
た
う
え
で
地

域
再
生
と
活
性
化
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。
 

　
モ
デ
ル
集
落
の
設
定
や
諸

制
度
の
活
用
、
大
学
や
都
市

住
民
の
参
画
な
ど
の
取
り
組

み
で
持
続
可
能
な
集
落
づ
く

り
を
進
め
る
考
え
は
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
 

　
集
落
が
主
体
と
な
っ
て
行

動
し
、
行
政
が
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
集
落
の
維
持
・
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

　
集
落
対
策
を
町
の
最
重
要

課
題
と
位
置
付
け
、
制
度
の

活
用
や
連
携
な
ど
総
合
的
に

検
討
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。
 

 　
議
員
　
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
我
が
町
 

         の
重
点
施
策
と
し
て
、
子
育

て
支
援
を
よ
り
強
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

　
健
康
福
祉
課
長
 

　
新
年
度
予
算
に
子
育
て
支

援
関
連
予
算
を
約
２
億
５
０

０
０
万
円
計
上
し
、
子
育
て

家
庭
の
支
援
を
行
う
。
 

　
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
妊
 

         婦
健
診
の
全
額
助
成
、
第
３

子
以
降
へ
の
出
産
祝
金
の
支

給
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
手
当
の
支
給
、
乳
幼
児

保
育
や
延
長
保
育
・
小
学
校

の
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・

医
療
費
の
中
学
校
卒
業
ま
で

の
無
料
化
事
業
な
ど
で
あ
る
。
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青
　
木
　
照
　
夫
議
員
 

渡　部　　　昌議員 

７選出馬を表明した山口町長 

林業の活性化対策の推進を 

         　
議
員
　
林
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
悪
化
し
て
い
る
。

今
後
の
町
の
取
り
組
み
方
針

を
伺
う
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
天
然
林
整
備
は
、
里
山
の

再
生
に
つ
な
が
り
、
森
林
環

境
の
良
好
な
保
全
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
、森
林
資
源
は
、チ

ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
化
に
よ
る

化
石
燃
料
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
 

　
今
後
も
森
林
整
備
を
推
進

し
、
緑
豊
か
な
森
林
と
豊
富

な
森
林
資
源
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
よ
う
取
り
組
む
。
 

 　
議
員
　
急
速
に
進
む
高
齢

化
は
、
農
業
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
後
継
者
問
題

が
生
じ
、
永
続
的
な
経
営
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
対
策
を
伺
う
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
認
定
農
業
者
に
対
す
る
各
 

         種
支
援
体
制
や
国
県
の
各
種

担
い
手
支
援
施
策
等
を
活
用

し
、
水
稲
依
存
の
農
業
経
営

か
ら
脱
却
す
る
。
ま
た
、
ミ

ネ
ラ
ル
栽
培
や
施
設
園
芸
な
 

         ど
を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営

へ
の
転
換
を
図
り
、
安
定
的

な
所
得
を
確
保
で
き
る
農
業

経
営
を
推
進
す
る
。
 

                   　
議
員
　
昨
年
、
町
の
憲
法

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
を
施
行
し
た
。
山
口
町
長

に
は
今
後
も
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
町
民
の

意
識
改
革
を
促
し
て
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
軌
道
に
乗

せ
る
責
任
が
あ
る
。
こ
の
夏

行
わ
れ
る
町
長
選
に
７
選
を

目
指
し
て
出
馬
す
る
意
向
は

あ
る
か
。
 

　
町
長
 

　
２
月
に
開
催
さ
れ
た
後
援

会
主
催
の
「
新
春
の
集
い
」

で
、
７
選
出
馬
の
要
請
が
あ
 

                 っ
た
。
 

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
軌

道
に
乗
せ
る
責
任
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
し
、
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
、
ミ
ネ
ラ

ル
栽
培
に
つ
い
て
も
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を

残
し
て
い
る
。
 

　
西
会
津
町
の
将
来
に
と
っ

て
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
町
民
の
負
託
が
あ
れ
ば

７
選
出
馬
し
、
自
ら
の
責
任

を
果
た
し
た
い
。
 

 　
議
員
　
小
学
校
の
適
正
配

置
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
 

                 検
討
内
容
は
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
 

　
昨
年
　
月
に
副
町
長
を
議

長
と
し
、
教
育
長
と
課
長
を
 

構
成
員
と
す
る
「
町
小
学
校

適
正
配
置
検
討
会
議
」
を
設

置
し
た
。
今
ま
で
２
回
開
催

し
て
、
役
場
内
部
で
の
情
報

共
有
や
今
後
の
進
め
方
を
検

討
し
た
。
 

　
今
後
基
本
理
念
の
策
定
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
平
成
　
年

度
に
学
校
関
係
者
な
ど
た
く

さ
ん
の
方
に
よ
る
組
織
を
設

置
し
て
検
討
し
て
い
く
。
 

10

21



11 議会だよりにしあいづ／平成21年4月／105号 

長谷川　徳　喜議員 

昨年開催した「百歳への挑戦パートⅣ」で 
あいさつする山口町長 

採
択
し
た
請
願
・
陳
情
 

提
出
し
た
意
見
書
 

議
会
事
務
局
人
事
異
動
 

（
敬
称
略
）
 

議
会
基
本
条
例
の
検
討
は
新
た
な
組
織
等
で
 

議会改革特別委員会 

                   　
議
員
　
町
長
は
６
期
　
年

の
任
期
を
間
も
な
く
迎
え
る
。
 

町
長
の
行
政
手
腕
に
対
し
て

の
町
民
の
評
価
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
町
長

自
身
は
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。
 

　
（
１
）
今
ま
で
の
成
果
で

自
慢
で
き
る
こ
と
は
。
 

　
（
２
）
反
省
或
い
は
改
善

す
べ
き
点
は
。
 

　
（
３
）
町
長
も
高
齢
で
あ

る
の
で
、
後
継
者
育
成
の
考

え
は
な
い
か
。
 

　
町
長
 

　
（
１
）
町
長
就
任
以
来
、
 

「
対
話
と
思
い
や
り
の
行
政
」、
 

「
住
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
」、「
ふ
る
さ
と
愛
」
を
町

政
の
基
調
と
し
て
住
民
福
祉

の
向
上
と
町
政
発
展
に
向
け

取
り
組
ん
で
き
た
。
 

　
「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
ま
ち

づ
く
り
」や「
健
康
な
土
づ
く

り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
」
、
 

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
全
国
の
先
進
的
事
例
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

　
（
２
）
反
省
す
べ
き
こ
と

は
、
各
種
団
体
の
役
職
を
引

き
受
け
ざ
る
を
得
ず
、
町
民

と
の
対
話
や
懇
談
の
機
会
が

少
な
か
っ
た
こ
と
と
町
職
員

の
意
識
改
革
を
図
る
作
業
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

　
（
３
）
町
長
職
に
年
齢
は

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

新
し
い
町
長
が
誕
生
し
た
ら
、
 

人
脈
の
面
で
支
援
し
た
い
。
 

      　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
請
願
２
件
、
陳
情
１
件

を
採
択
し
ま
し
た
。
　
　
　
 

　
ま
た
、
次
の
意
見
書
３
件

を
内
閣
総
理
大
臣
等
政
府
関

係
機
関
な
ど
に
提
出
し
ま
し

た
。
 

   ■
雇
用
を
守
る
緊
急
対
策
及

び
労
働
法
制
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
請
願
に
つ

い
て
 

   　
　
　
　
　
　
　
議
会
改
革
 

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
 

　
　
　
　
　
　
は
、
昨
年
の
 

　
　
　
　
　
　
３
月
に
設
置
 

　
　
　
　
　
　
以
来
、
一
般
 

　
　
　
　
　
　
質
問
の
一
問
 

　
　
　
　
　
　
一
答
方
式
の
 

　
　
　
　
　
　
導
入
や
町
長
 

　
　
　
　
　
　
や
課
長
等
に
 

　
　
　
　
　
　
反
問
権
（
逆
 

　
　
　
　
　
　
質
問
権
）
を
 

　
請
願
者
　
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
福
島
県
連
合
会
耶

麻
喜
多
方
地
区
連
合
議
長
 

秋
山
光
晴
 

■
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願
に
つ
い

て
　
 

　
請
願
者
　
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
福
島
県
連
合
会
耶

麻
喜
多
方
地
区
連
合
議
長
 

秋
山
光
晴
 

■
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・

拡
充
と
保
育
・
学
童
保
育
・

子
育
て
支
援
予
算
の
大
幅
増

額
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
 

　
陳
情
者
　
福
島
県
保
育
連

絡
会
世
話
人
代
表
　
大
宮
勇
 

雄
 

   与
え
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
、
 

改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
先
日
開
催
し
た
委
員
会
で
、
 

議
会
広
報
や
政
務
調
査
費
等

残
り
の
項
目
の
検
討
を
今
年

６
月
ま
で
に
す
べ
て
終
え
、
検
 

討
項
目
に
あ
っ
た
議
会
基
本
条
 

例
に
つ
い
て
は
、
新
し
く
専
門
 

に
検
討
す
る
委
員
会
を
組
織

す
る
な
ど
し
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

   ■
雇
用
を
守
る
緊
急
対
策
及

び
労
働
法
制
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
 

　
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
 

厚
生
労
働
大
臣
ほ
か
　
 

■
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
 

　
提
出
先
　
厚
生
労
働
省
福

島
労
働
局
長
 

■
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・

拡
充
と
保
育
・
学
童
保
育
・

子
育
て
支
援
予
算
の
大
幅
増

額
を
求
め
る
意
見
書
 

　
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
 

厚
生
労
働
大
臣
ほ
か
 

      　
４
月
１
日
付
け
で
議
会
事

務
局
に
次
の
と
お
り
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
 

【
新
任
者
】
 

○
増
子
恵
子
さ
ん
 

（
異
動
前
）
総
務
税
政
課
 

【
前
任
者
】
 

○
小
柴
郁
子
さ
ん
 

（
異
動
後
）
健
康
福
祉
課
 

24



12議会だよりにしあいづ／平成21年4月／105号 

「うらら」を体験 

水泳界期待の星　上野早紀さん 

　　　プロフィール 
年　　齢：１７歳 
住　　所：井谷（新郷） 
家族構成：両親・祖父母・兄・弟 
趣　　味：勉強（笑） 

    　
日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
た
Ｗ

Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
日
本

代
表
は
２
連
覇
を
達
成
し
、

国
民
に
夢
や
希
望
を
与
え
ま

し
た
。
 

　
特
に
決
勝
戦
は
劇
的
で
、

延
長
の
末
、
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
優
勝
は
、
選
手
が
一

丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
結
果
で

す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

制
定
し
て
２
年
目
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ

日
本
代
表
の
よ
う
に
町
民
・

議
会
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
も

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
番

で
す
。
 

　
　
　
　
　
（
目
黒
　
一
）
 

 編
集
委
員
 

　
委
員
長
　
伊
藤
　
　
勝
 

　
副
〃
　
　
荒
海
　
清
隆
 

　
委
　
員
　
目
黒
　
　
一
 

　
　
〃
　
　
多
賀
　
　
剛
 

　
　
〃
　
　
武
藤
　
道
廣
 

   　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町

民
の
方
々
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
喜
多
方
東
高
校

３
年
で
、
水
泳
で
活
躍
し
て

い
る
上
野
早
紀
さ
ん（
井
谷
）
 

で
す
。
 

 　
―
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
エ
ー

ジ
選
手
権
と
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
ご
活
躍

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
エ
ー
ジ
大
会

で
は
、
　
ｍ
と
　
ｍ
平
泳
ぎ

で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
 

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
　
ｍ
平
泳
ぎ
で
６
位
と

い
う
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
―
 

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
会
で
長

水
路
（
　
ｍ
プ
ー
ル
）
で
自

己
ベ
ス
ト
を
出
す
こ
と
が
で

き
て
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
目
標
に
し
て

い
た
　
ｍ
の
日
本
選
手
権
の
 

         　
去
る
３
月
　
・
　
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
富
山
県
南

砺
市
議
会
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

一
行
　
名
が
「
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
を
活
用
し
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
視
察
研
 

修
に
来
町
し
ま
し
た
。
 

　
初
日
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
庁
舎
や
内
部
設
備
の
見
学

を
行
い
、
運
営
と
放
送
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
 

　
２
日
目
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
の
概
要
や
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
と
の
関
係
、
国
保
運

営
と
「
う
ら
ら
」
を
使
っ
た

予
防
医
療
に
つ
い
て
説
明
し
、
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
現
況
と

今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

富
山
県
南
砺
市
議
会
来
町
 

　
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
を
視
察
 

議
会
の
動
き
 

            標
準
タ
イ
ム
を
切
れ
な
く
て

悔
し
い
で
す
。
 

 　
―
　
水
泳
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
。
―
 

　
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
３
歳

く
ら
い
か
ら
プ
ー
ル
に
来
て

い
ま
し
た
。
プ
ー
ル
で
遊
ぶ

の
が
好
き
で
し
た
。
 

　
本
格
的
に
は
、
中
学
３
年

の
　
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
心
の
毎
日
で
し
た
。
 

 　
―
　
ど
れ
く
ら
い
練
習
を

し
て
い
ま
す
か
。
―
 

　
週
に
６
日
、
一
日
２
時
間

く
ら
い
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
 

陸
上
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
 

            筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
―
　
将
来
の
夢
は
何
で
す

か
。
―
 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
考
会

に
出
る
こ
と
と
中
学
校
の
体

育
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
 

 　
―
　
今
年
の
目
標
は
何
で

す
か
。
―
 

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
決
勝
に

残
り
、
表
彰
台
に
上
が
る
こ

と
で
す
。
 

 　
―
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
―
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